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平
成
15
年
11
月
15
日
に
誕
生
し
ま
し
た
富
士
河

口
湖
町
は
、
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
旧
河
口
湖

町
・
旧
勝
山
村
・
旧
足
和
田
村
の
三
町
村
が
合
併

し
、
名
前
も
富
士
河
口
湖
町
と
し
て
、
新
た
に
町

制
を
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

�

近
年
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
伴
い
、
地

方
分
権
型
社
会
の
構
築
が
推
し
進
め
ら
れ
、
市
町

村
が
自
ら
の
責
任
と
判
断
で
処
理
す
る
事
務
処
理

が
増
加
し
、
一
方
で
は
税
収
の
減
少
と
地
方
交
付

税
の
削
減
等
に
よ
り
、
小
さ
な
自
治
体
で
は
人
的

・
財
政
的
に
も
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な

り
、
行
財
政
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
り
、
財
政

基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

�

こ
う
し
た
中
、
上
九
一
色
村
の
住
民
グ
ル
ー
プ

か
ら
、
河
口
湖
町
へ
の
合
併
協
議
会
設
置
の
請
求

が
発
端
と
な
り
、
14
年
３
月
に
「
任
意
合
併
推
進

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
新
町
に
お
け
る
将
来
構

想
等
を
協
議
す
る
た
め
協
議
会
や
幹
事
会
、
ま
た

実
務
面
で
の
整
合
を
図
る
た
め
の
各
種
部
会
や
分

科
会
を
繰
り
返
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平

成
14
年
６
月
26
日
に
「
河
口
湖
町
・
勝
山
村
・
足

和
田
村
・
上
九
一
色
村
法
定
合
併
協
議
会
」
が
設

置
さ
れ
、
そ
の
後
も
新
町
の
名
称
や
町
章
の
選
定
、

ま
た
各
方
面
に
お
け
る
更
に
詳
細
な
協
議
を
積
み

重
ね
、
よ
う
や
く
平
成
15
年
８
月
１
日
に
総
務
大

臣
に
よ
る
三
町
村
の
廃
置
分
合
が
告
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
15
年
11
月
15
日
、
よ
う
や
く
富

士
河
口
湖
町
が
こ
の
新
し
く
建
設
さ
れ
た
庁
舎
と

と
も
に
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

�

新
し
い
富
士
河
口
湖
町
は
、
総
面
積
が
９
３.
３

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
も
11
月
15
日
現
在
の

数
で
２
３
,�
７
５
９
人
、
世
帯
数
が
７,
５
９
５
世

帯
と
な
り
、
行
政
区
域
も
大
き
く
拡
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
上
九
一
色
村
の
精
進
・
本
栖
・
富

士
ヶ
嶺
地
区
も
合
併
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
際

に
は
４
つ
の
湖
を
持
つ
と
い
う
、
全
国
的
に
も
稀

有
な
自
然
環
境
を
有
す
る
大
き
な
自
治
体
と
な
り

ま
す
。

　
今
後
は
、
合
併
し
た
本
来
の
目
的
を
見
失
う
こ

と
な
く
、
行
財
政
運
営
の
効
率
化
や
基
盤
強
化
を

積
極
的
に
推
し
進
め
、
新
し
い
こ
の
町
で
基
礎
的

自
治
体
と
し
て
の
体
力
増
強
を
図
り
な
が
ら
、
よ

り
広
域
的
な
観
点
か
ら
富
士
北
麓
地
域
の
活
性
化

を
図
れ
る
よ
う
町
政
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
が
低
下

す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
充
分
考
慮
し
、
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
協
働
し
あ
い
な
が
ら
、
豊
か
で
潤
い

が
あ
り
次
世
代
に
明
る
い
希
望
を
つ
な
げ
ら
れ
る
、

素
晴
ら
し
い
町
づ
く
り
の
具
現
化
に
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

�

今
の
こ
の
繁
栄
を
次
世
代
に
繋
げ
、
次
代
へ
の

躍
進
を
期
す
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆

様
方
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

富
士
河
口
湖
町
長
職
務
執
行
者

小
林

 

　
司
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�
「
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
は
、
勝
山
地
区
の
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
の
窓
口
と
な
る
出
張
所
の
機
能
に
加
え
、

文
化
・
教
育
・
趣
味
・
研
修
・
福
祉
・
交
流
・
娯
楽
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
渡
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

多
目
的
な
機
能
を
持
つ
施
設
で
す
。

 

「
さ
く
や
ホ
ー
ル
」
と
名
づ
け
最
大
5
0
0
席
を
有

す
る
ロ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
式
の
大
ホ
ー
ル
、
３
つ
の
研
修

室
や
調
理
実
習
室
、
茶
室
。
伝
統
工
芸
室
や
創
作
室
な

ど
の
幅
広
い
社
会
教
育
活
動
が
で
き
る
部
屋
。

 

お
風
呂
や
和
室
、
大
広
間
な
ど
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
。

 

更
に
、
児
童
館
や
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
や
視

聴
覚
視
聴
の
で
き
る
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
も
備
え
ら
れ
、

老
若
男
女
の
皆
さ
ん
が
こ
ぞ
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
な

施
設
を
備
え
て

い
ま
す
。

 

町
内
の
方
で

し
た
ら
ど
な
た

で
も
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
そ
し

て
、
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

紹
介
し
ま
す
！

紹
介
し
ま
す
！

最大500席収容できる「さくやホール」

ロールバックで収納すると広いフロアーに

明るくなった出張所窓口

情報ラウンジと
　　　図書コーナー

2F
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町
長
職
務
執
行
者
　
小
林
　
司

特
別
管
理
監
　
　
　
坂
本
寛

 

総
務
課
　
課
長
　
堀
内
一
夫
　

�

総
務
係
　
大
石
秀
隆
　
小
佐
野
之
婦
子
　
渡
辺
大
輔

�

　
　
　
　
松
井
清
利
　
川
野
美
由
紀
　
古
屋
和
雄

�

職
員
係
　
中
村
守
　
　
羽
田
牧
子

�

財
政
係
　
五
味
菊
広
　
山
中
一
敏
　
土
屋
昇

　
秘
書
係
　
渡
辺
幹
雄
　
渡
辺
恵
　
三
島
政
臣
　

　
　
　
　 

 

渡
辺
富
美
男

　

 

管
理
課
　
課
長
　
外
川
勇

　
管
財
係
　
赤
池
和
文
　
外
川
豪

　
地
域
係
　
相
沢
一
憲

　
防
災
係
　
駒
谷
雄
二
　
小
佐
野
才
史
　
渡
辺
悦
示

　
小
立
簡
易
郵
便
局
　
渡
辺
優

　
小
立
区
画
整
理
組
合
設
立
準
備
会
　
堀
内
剛
気

　
河
口
出
張
所
　
林
宏
　
中
村
正
子

　
大
石
出
張
所
　
田
村
恵
美
子
　
堀
内
み
ど
り

 

勝
山
出
張
所
　
所
長
　
流
石
高
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
俊
人
　
岡
村
等

　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
小
佐
野
美
代
子
　
倉
沢
信
江

 

足
和
田
出
張
所
　
所
長
　
渡
辺
保
一

�

　
　
　
　
　
　
古
谷
梅
子
　
常
盤
喜
予
子

　
大
嵐
出
張
所
　
三
浦
育
子
　
三
浦
め
ぐ
み

 

企
画
課
　
課
長
　
渡
辺
和
昭

�

　
企
画
調
整
係
　
古
屋
立
夫
　
渡
辺
浩
基

�

　
地
域
情
報
係
　
中
村
孝
一
　
渡
辺
光
夫

�

　
電
　
算
　
係
　
森
沢
和
知
　
渡
辺
田
津
子

�

　
情
報
推
進
係
　
梶
原
浄
　
小
佐
野
一
磨

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
　
室
長
　
外
川
信
夫
　

�
参
与
　
相
沢
正
範
　
倉
沢
和
彦
　
渡
辺
大
介

 

税
務
課
　
課
長
　
梶
原
継
雄
　
課
長
補
佐
　
早
川
義
満

　
資
産
税
第
一
　
堀
内
正
志
　
古
屋
昌
浩

　
資
産
税
第
二
　
三
浦
孝
平
　
小
佐
野
健
二
　
倉
沢
准
也

　
住
　
民
　
税
　
渡
辺
喜
正
　
渡
辺
真
由
美
　
赤
池
道
済

　
　
　
　
　
　�

渡
辺
ま
り
子

　
収
納
第

一
　
古
屋
良
夫
　
林
定
彦

　
収
納
第

二
　
外
川
誠
　
井
出
新
二

 

総
合
窓
口
課
　
課
長
　
梶
原
和
幸
　

　
　
　
　
　
　 

指
導
監
　
渡
辺
幸
子

�

総
合
窓
口
係
　
外
川
裕
美
　
中
島
姫
子
　
渡
辺
和
美

�

　
　
　
　
　
　
北
野
幸
江
　
五
味
裕
子
　
古
屋
ち
と
せ

�

児
童
手
当
・
年
金
係
　
在
原
仁
子
　
貞
岡
直
美

�

住
民
セ
ン
タ
ー
係
　
斉
藤
芳
子

 

保
険
課
　
課
長
　
渡
辺
晴
夫
　
課
長
補
佐
　
小
林
次
仁

�

国
保
・
老
人
保
健
係
　
渡
辺
純
子
　
小
林
雅
俊
　

　
　
　
梶
原
か
ね
子
　
古
谷
美
和
子
　
中
村
節
子
　

　
　
　
川
村
希
美
子
　
道
本
恵
美
子

　
介
護
保
険
係
　
渡
辺
節
男
　
渡
辺
勝
美
　
萱
沼
千
鶴
子

�

　
　
在
原
世

 

健
康
増
進
課
　
課
長
　
倉
沢
幸
一
　

　
　
　
　
　
　
　
指
導
監
　
堀
内
和
美

�

健
康
増
進
係
　
外
川
澄
江
　
渡
辺
優
子
　
梶
原
眞
由
美

　�

広
瀬
佳
子
　
渡
辺
富
美
　
菊
島
志
保
　
刑
部
佳
子
　

　�

高
山
美
恵
　
渡
辺
公
江

�

健
康
プ
ラ
ザ
　
中
村
英
一
　
渡
辺
武
夫

�

在
宅
介
護
係
　
土
屋
れ
い
子
　
小
島
里
恵
　
宮
下
美
恵
子

 

福
祉
推
進
課
　
課
長
　
梶
原
久
和
枝

　
社
会
福
祉
係
　
小
佐
野
洋
五
　
三
浦
千
雪
　
古
屋
春
美

　
児
童
福
祉
係
　
松
浦
信
幸
　
佐
野
と
し
み

　
小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
大
石
清
美

船
津
保
育
所
　
所
長
　
宮
下
七
子

　
宮
下
五
月
　
高
山
美
千
代
　
渡
辺
静
子
　
梶
原
勝
美

　
高
野
由
紀
子
　
小
佐
野
き
よ
み
　
山
中
昭
美

　
吉
元
美
香
　
相
沢
真
由
美
　
梶
原
真
由
子
　
梶
原
瞳

　
梶
原
久
美
子
　
小
林
佳
津
江
　
米
山
真
紀
子
　

�

堀
内
孝
子
　
掘
内
美
来
　
外
川
美
智
子
　
古
屋
洋
子

�

渡
辺
孝
子
　
貴
家
幸
枝
　
外
川
章
子

こ
も
も
保
育
所
　
所
長
　
倉
沢
邦
子

　
羽
田
国
子
　
渡
辺
ま
つ
よ
　
滝
口
裕
子
　
渡
辺
圭
子

　
高
村
孝
子
　
加
藤
文
香
　
梶
原
恒
美
　
渡
辺
恵
理

　
市
来
絵
奈
　
松
井
美
子
　
杉
本
奈
緒
　
梶
原
節
子

　
小
山
田
良
子
　
渡
辺
道
代
　
宮
下
恵
　
鳥
居
恵

　
富
士
河
口
湖
町
が
11
月
15
日
に
誕
生
し
、
新
し

い
庁
舎
等
を
は
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
、
職
員

一
同
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
働
か
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

富
士
河
口
湖
町

　
　
役
場
職
員
紹
介
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�

梶
原
一
美
　
渡
辺
ス
ミ
子
　
田
中
一
美

小
立
保
育
所
　
所
長
　
宮
下
ひ
ろ
み

　
外
川
恭
子
　
小
林
光
世
　
三
浦
滝
美
　
古
屋
京
子

　
中
村
美
代
子
　
窪
田
栄
子
　
外
川
陽
子
　
小
佐
野
め
ぐ
み

　
渡
辺
華
奈
子
　
手
澤
由
佳
　
宮
下
美
沙
恵
　

　
流
石
ち
あ
き
　
桑
原
公
子
　
梶
原
た
つ
子
　
白
鳥
牧
恵

大
石
保
育
所
　
所
長
　
渡
辺
恭
子

　
井
出
愛
子
　
渡
辺
真
里
　
石
津
要
子
　
堀
内
い
く
美

　
久
保
田
さ
ゆ
り
　
堀
内
り
つ
子

河
口
保
育
所
　
所
長
　
大
石
明
美

　
流
石
た
か
江
　
中
村
恵
子
　
梶
原
恵
　
堀
内
留
美

　
真
田
松
代
　
井
出
恵
　
三
浦
智
奈
美
　
堀
内
治
代

勝
山
保
育
所
　
所
長
　
梶
原
美
好

　
渡
辺
か
な
江
　
大
石
和
美
　
小
林
よ
し
美
　

　
小
佐
野
圭
子
　
三
浦
克
子
　
大
石
ま
ゆ
み
　
渡
辺
千
尋

　
小
佐
野
芳
保
　
渡
辺
久
美
子
　
在
原
幸
子

　足
和
田
保
育
所
　
所
長
　
三
浦
登
美

　
三
浦
千
恵
　
三
浦
満
枝
　
宮
下
久
枝
　
三
浦
ひ
ろ
み

　
渡
辺
京
子
　
三
浦
正
江

 

環
境
課
　
課
長
　
渡
辺
喜
久
男

　
生
活
環
境
係
　
渡
辺
学
　
三
浦
浩
　
梶
原
國
雄

　
環
境
整
備
係
　
渡
辺
澄
男
　
高
橋
幹
雄

　
資
源
保
全
係
　
小
林
賢
治
　
外
川
正
和
　
中
田
昇
　

　
　
　
　
　
　�

長
山
晶
紀

清
掃
事
業
所
　
所
長
　
梶
原
一
郎

　
渡
辺
正
　
天
野
明
朗
　
堀
内
久
雄
　
渡
辺
晴
男

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
　
高
部
光
治
　
松
井
好
男

 

農
林
課
　
課
長
　
外
川
建
志

　
農
　
政
　
係
　
古
屋
和
雄
　
松
本
光
巧
　
遠
藤
久

　
振
　
興
　
係
　
三
浦
信
久
　
渡
辺
照
江

　
地
籍
調
査
係
　
渡
辺
重
二
　
鎌
倉
修

　
農
業
委
員
会
　
事
務
局
長
　
古
屋
和
雄(

兼)

 

観
光
課
　
課
長
　
渡
辺
武
博

　
観
　
光
　
係
　
古
屋
広
明
　
堀
内
進
　
久
保
拓
夫

　
商
　
工
　
係
　
堀
内
淳
　
三
浦
晋
作

 

建
設
課
　
課
長
　
渡
辺
顕
夫

�

建
　
設
　
係
　
本
庄
久
　
宮
下
正
博

�

用
　
地
　
係
　
流
石
文
　
朝
比
奈
伸
次

�

都
市
計
画
係
　
外
川
亮
介
　
山
中
寛
之

�

公
園
管
理
係
　
梶
原
晃
吉

 

水
道
課
　
課
長
　
小
佐
野
文
雄
　
技
監
　
渡
辺
喜
久
男

　
上水道

係
　
外
川
金
雄
　
小
林
徹
　
白
壁
孝
司
　

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
善
佐
久
　
流
石
国
男
　

　
　
　
　
　
　
　
　
相
沢
幸
治
　
渡
辺
尚
樹
　
大
草
章
子

　
下
水
道
施
設
係
　
渡
辺
勝
保
　
外
川
博
章

　
下
水
道
業
務
係
　
流
石
速
人

 

収
入
役
室
　

　
出
　
納
　
係
　
渡
辺
智
子
　
三
浦
ま
す
子
　
小
佐
野
明
美

 

議
会
事
務
局
　
局
長
　
渡
辺
辰
美
　

　
　
　
　
　
　
　
宮
下
秀
明
　
小
池
智
恵
子

 

学
校
教
育
課
　
課
長
　
小
佐
野
福
松
　

　
　
　
　
　
　
　
指
導
監
　
渡
辺
靖
夫

　
学
校
教
育
係
　
中
村
拓
郎
　
半
田
一
幸

　
学
校
施
設
係
　
三
浦
邦
武
　
倉
沢
美
由
紀

�

北
中
学

校
　
三
浦
さ
と
子
　
堀
内
仁
志
　
堀
内
小
春

船
津
小
学
校
　
相
沢
ま
す
美
　
土
屋
宣
子
　
相
沢
絹
子

　
　
　
　
　
　
渡
辺
梅
代
　
山
中
由
美
子
　
寄
タ
カ
子

　
　
　
　
　
　
井
出
淳
子
　
小
林
智
子

小
立
小
学
校
　
梶
原
き
よ
美
　
宮
下
千
春
　
古
屋
咲
子

　
　
　
　
　
　
渡
辺
宮
子
　
勝
俣
ゆ
き
子
　
中
野
由
美
子

大
石
小
学
校
　
真
田
晴
乃
　
伊
藤
麻
理
　
遠
山
京
子

河
口
小
学
校
　
白
石
ス
ミ
子
　

勝
山
小
中
学
校
　
堀
内
忠
美
　
小
林
房
子

北
岸
給
食
セ
ン
タ
ー
　
長
山
史
江
　
梶
原
金
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内
一
美
　

勝
山
給
食
セ
ン
タ
ー
　
小
佐
野
佐
代
子
　
古
屋
加
奈
　

　
　
　
　
　
　
　
　�

小
佐
野
千
佐
子

足
和
田
給
食
セ
ン
タ
ー
　
朝
比
奈
時
子
　
三
浦
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
登
美
子

 

生
涯
学
習
課
　
課
長
　
坂
本
龍
次

�

社
会
教
育
係
　
渡
辺
洋
文
　
流
石
良
一

�

青
少
年
教
育
係
　
渡
辺
昭
一
　
郷
田
よ
し
み

�

社
会
体
育
係
　
清
水
勝
也
　
堀
内
拓
　
清
水
一
彦

�

　
　
　
　
　
　
土
屋
ひ
と
み
　
小
澤
幸
治

�

男
女
共
生
国
際
係
　
日
原
和
美
　
大
塩
絵
里
子

�

図
　
書
　
館
　
持
田
利
雄
　
五
味
和
代
　
深
沢
和
美

　
中
央
公
民
館
　
阪
野
忠
代

 

文
化
振
興
局
　
局
長
　
塚
田
兼
二

　
文
化
振
興
係
　
三
浦
吉
彦
　
野
沢
藤
司
　
鷹
取
宏
　

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
理
恵

� 

派
遣
職
員
　

�

富
士
河
口
湖
ふ
る
さ
と
振
興
財
団
　
課
長
　
堀
内
昭
登

�

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
　
課
長
補
佐
　
三
浦
茂

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
流
石
一
芳

�

山
梨
県
土
木
部
都
市
計
画
課
　
佐
野
哲
也
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�

　
新
町
合
併
後
の
初
議
会
が
11
月
26
日
か
ら
始
ま
り
、
新

町
初
代
の
議
長
・
副
議
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

�

議
　
長
　
三
浦
隆
一
郎
　
氏

　
　
　
　
　
　
　(

長
浜)

�

副
議
長
　
望
月
　
幸
子
　
氏

　
　
　
　
　
　
　(

小
立)

　
11
月
21
日
、
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
富
士

河
口
湖
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
民
生
委
員
は
旧
河
口
湖
町
40
名
、
旧
勝
山
村
６
名
、

旧
足
和
田
村
９
名
、
主
任
児
童
委
員
は
旧
河
口
湖
町

３
名
、
旧
勝
山
村
１
名
、
旧
足
和
田
村
１
名
の
合
計
60
名

で
組
織
さ
れ
、
職
務
執
行
者
か
ら
県
知
事
の
委
嘱
状
が
全

員
に
伝
達
交
付
さ
れ
、
設
立
ま
で
の
経
過
報
告
が
事
務
局

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
及
び
各
担
当
地
区
の
委

員
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
　
長
　
　
渡
辺
　
富
夫

副
会
長
　
　
中
村
　
繁
光
（
船
津
地
区
会
長
）

　
〃
　
　
　
相
沢
　
幸
一
（
小
立
地
区
会
長
）

　
〃
　
　
　
堀
内
　
勉
侑
（
大
石
地
区
会
長
）

　
〃
　
　
　
小
河
原
彦
一
（
河
口
地
区
会
長
）

　
〃
　
　
　
流
石
喜
久
男
（
勝
山
地
区
会
長
）

　
〃
　
　
　
朝
比
奈
国
博
（
足
和
田
地
区
会
長
）

民
生
委
員
（
任
期 

～
平
成
16
年
11
月
30
日
）

 

船
津
地
区
　
22
名

　
渡
辺
　
　
勝
　(

浜
町
、
揚
町
、
大
池)

,

�

梶
原
智
恵
子
　(

上
町
、
若
松
町)

　
松
浦
　
義
郎
　(

松
場
町
一
、
二
丁
目)

　
渡
辺
　
米
雄
・
宇
野
み
つ
子
　(

湖
南
町
一
、二
、
三
丁
目)

　
中
村
　
政
代
　(

七
軒
町
一
、
二
丁
目)

　
福
島
　
京
子
　(

七
軒
町
三
丁
目)

　
大
石
　
信
子
　(

七
軒
町
四
丁
目)

　
古
屋
　
米
子
・
三
浦
政
雄
　（
南
台
一
、二
丁
目
警
察
官
待
機
宿
舎
）

　
佐
野
　
近
江(

富
士
見
一
丁
目
、
市
道
町
、
七
軒
町
中)
　
堀
内
　
節
子
・
外
川
　
伸
　(

富
士
見
町
二
、
三
丁
目)
　
和
光
　
末
吉
（
上
の
段
上
）

�

外
川
す
ぎ
江
（
上
の
段
中
）

　
渡
辺
　
富
夫
（
上
の
段
下
、
大
久
保
）

　
中
村
繁
光
・
山
口
静
枝
・
荒
井
房
枝

　
（
町
営
住
宅
、
県
営
住
宅
、
高
尾
南
町
、
高
尾
町

　�

富
士
見
タ
ウ
ン
、
赤
坂
）

　
井
出
　
晴
子
（
河
口
湖
通
一
、
二
丁
目
）

　
古
賀
　
秀
秋
（
本
町
一
、
二
丁
目
、
宮
森
）

　
小
田
　
恵
一
（
浅
川
）

� 

小
立
地
区
　
10
名

�

小
池
　
益
美
・
小
林
　
廣
志
・
小
池
　
光
子
（
乳
ヶ
崎
）

　
古
屋
　
和
彦
・
古
屋
　
良
雄
・
北
村
か
や
子
（
林
）

　
渡
辺
　
美
代
（
久
保
）

　
渡
辺
　
凱
保
・
渡
辺
　
正
子
（
八
丁
屋
）

　
相
沢
　
幸
一
（
西
）

 

大
石
地
区
　
４
名

　
堀
内
　
勉
侑
（
中
村
、
上
手
）

�

堀
内
三
千
馬
（
中
沢
、
後
藤
）

�

渡
辺
千
賀
子
（
下
条
）

�

堀
内
多
喜
子
（
東
村
、
湯
口
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
）

� 

河
口
地
区
　
４
名

　
小
河
原
彦
一
（
第
一
自
治
会
）

　
外
川
　
貞
治
（
第
二
自
治
会
）

�

三
浦
佐
恵
子
（
第
三
、
第
四
自
治
会
）

　
長
岡
　
千
波
（
第
五
、
第
六
自
治
会
）

� 

勝
山
地
区
　
７
名

�

小
佐
野
勝
郎
・
小
佐
野
八
重
野
（
第
１
区
）

�

小
佐
野
一
久
・
小
林
　
君
枝
　
（
第
２
区
）

�

流
石
喜
久
男
・
堀
内
智
恵
子
　
（
第
３
区
）

� 

長
浜
地
区
　
３
名

　
三
浦
　
洋
子
・
三
浦
　
節
子
・
宮
下
　
薫
（
長
浜
地
区
）

� 

西
湖
地
区
　
３
名

　
朝
比
奈
芳
子
・
朝
比
奈
国
博
・
渡
辺
美
恵
子

　
（
西
湖
地
区
）

� 

根
場
地
区
　
１
名

�

渡
辺
　
日
出
代
（
根
場
地
区
）

� 

大
嵐
地
区
　
２
名

　
三
浦
可
祝
・
朝
比
奈
利
文
（
大
嵐
地
区
）

� 

主
任
児
童
員
　
５
名

　
渡
辺
千
代
美
（
船
津
）

　
渡
辺
　
早
苗
（
小
立
）

　
高
橋
　
延
尚
（
大
石
、
河
口
）

　
流
石
　
治
子
（
勝
山
）

�

渡
辺
　
勝
子
（
長
浜
、
西
湖
、
根
場
、
大
嵐
）

新
町
の
正
副
議
長
決
ま
る
！

富
士
河
口
湖
町

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
設
立
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新しい防災無線が整備されました。

　老朽に伴い住民の皆様に大変ご迷惑をおかけしておりました防災行政

無線の更新工事が今年度より始まり、新庁舎からの放送が可能となりま

した。また、併せて旧勝山村及び旧足和田村にも新庁舎から一斉放送が

できるようシステムを導入し12月より放送を開始しております。

　今後は屋外にある子局の改修及び各世帯へ戸別受信

機の設置などを行い、今まで以上に町民の皆様に火

災・災害等に関しての情報をいち早くお伝えすること

ができるようにシステムを構築していく考えですので、

今しばらくご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願

います。

�テレビ版「こうほう富士河口湖」が、勝山地区・足和田地区でも見れます。�テレビ版「こうほう富士河口湖」が、勝山地区・足和田地区でも見れます。�テレビ版「こうほう富士河口湖」が、勝山地区・足和田地区でも見れます。

勝山・足和田地区で

「北富士有線テレビ放送」に

加入されている方

◆毎月曜日と木曜日

◆毎日曜日～木曜日、1日8回

勝山出張所 : 1階情報ラウンジのテレビで

　　　　　　　見れます。

足和田出張所 : 1階ロビーのテレビで見れます。

午後7時から始まる番組の中で

放映されます。放映時間は、

その番組の中でお知らせします

ので、ご覧下さい。

午前6時15分～6時45分

午前7時15分～7時45分

午前8時15分～8時45分

午前9時15分～9時45分

午後5時15分～5時45分

午後6時15分～6時45分

午後7時15分～7時45分

午後11時15分～11時45分

　勝山・足和田の各出張所のテレ
ビで見ることができますので、見
たい方は出張所の窓口に申し出て
下さい。

勝山・足和田地区で

「北富士有線テレビ放送」が

見れない方

河口湖CATVでの放映日程

�旧河口湖町では、役場からのお知らせや地域での情報などを町民の皆さんにお知らせする手段として、広報紙

に加え、加入率が85%を超えている河口湖CATVを利用して1週間に1本の行政番組を制作してきました。新町になっ

ても引き続き河口湖CATVを利用して放映していきますが、勝山・足和田地区の方には、河口湖CATVをみることが

できません。そこで、「北富士有線テレビ放送」のご協力をいただき週2回の放映を行います。また、勝山・足

和田各出張所にビデオテープを届けますので出張所で見れますのでご利用下さい。

○
運
動
の
重
点
目
標

　
１
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

�

２
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
徹
底

�

３
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
の
着
用
の
徹
底

�

４
飲
酒
運
転
の
絶
滅

�

５
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
及
び
暴
走
族
の

　
　
追
放

�

　
年
末
は
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
道
路
が

混
雑
す
る
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
な
慌
し
さ

に
加
え
て
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
り

ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ

い
。
　 　

平
成
15
年
12
月
1
日(

月)

～

　
　
　
　 

　
12
月
31
日(

水)

ま
で

「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
」
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去
る
11
月
３
日
、
第
46
回
河
口
湖
町
文

化
祭
に
お
い
て
、
長
年
教
育
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
方
や
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

々
等
の
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

������������

中 

村 
 

忠 

次

�

昭
和
２
年
８
月
５
日
生
　
76
才

　
富
士
河
口
湖
町
河
口
１
１
１
１
番
地

�

　
昭
和
20
年
河
口
国
民
学
校
を
皮
切
り
に
、

昭
和
62
年
小
立
小
学
校
を
退
職
さ
れ
る
ま

で
、
42
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
町
内
の
小

学
校
を
中
心
に
勤
務
さ
れ
、
学
校
教
育
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
退
職
後
は
、
平
成

６
年
１
月
よ
り
河
口
湖
町
教
育
委
員
と
し

て
９
年
５
ヶ
月
間
勤
め
ら
れ
、
本
町
の
教

育
文
化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。
ま
た
、

人
権
擁
護
委
員
、
町
消
防
団
長
、
民
生
委

員
推
せ
ん
会
委
員
、
地
区
公
民
館
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
地
域
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
は
多
大
で
あ
る
。

�

渡 

辺 
 

　
昇

�
昭
和
７
年
５
月
10
日
生
　
71
才

　
富
士
河
口
湖
町
船
津
３
１
９
２
番
地
１

�

　
平
成
２
年
４
月
よ
り
平
成
６
年
３
月
ま

で
の
４
年
間
、
町
教
育
委
員
と
し
て
教
育

文
化
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、
船

津
総
合
開
発
委
員
会
委
員
、
町
観
光
連
盟

役
員
、
選
挙
管
理
委
員
を
歴
任
。
現
在
も

福
祉
委
員
と
し
て
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

�

堀 

内 
 

武 

光

�

昭
和
６
年
11
月
11
日
生
　
71
才

�

富
士
河
口
湖
町
大
石
３
２
８
番
地
１

��

船
津
小
学
校
を
皮
切
り
に
、
山
中
小
学

校
を
退
職
さ
れ
る
ま
で
41
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
町
内
の
小
学
校
を
中
心
に
勤
務
さ

れ
、
学
校
教
育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。

退
職
後
は
、
地
区
公
民
館
長
、
区
長
、
公

民
館
運
営
審
議
会
委
員
、
国
際
交
流
会
役

員
、
ま
た
現
在
は
、
選
挙
管
理
委
員
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
町
政
並
び
に
教

育
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
は
多

大
で
あ
る
。

�

長 

岡 
 

新 

一

�

昭
和
６
年
５
月
27
日
生
　
72
才

�

富
士
河
口
湖
町
河
口
１
９
８
０
番
地
４

��

平
成
10
年
よ
り
４
年
間
、
河
口
地
区
公

民
館
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
ま
た
、
町

文
化
協
会
の
副
会
長
と
し
て
、
と
く
に
30

周
年
記
念
誌
の
発
行
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま

た
、
河
口
財
産
区
管
理
委
員
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
、
町
政
並
び
に
教
育
文
化
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
は
多
大
で
あ
る
。

�

倉 

澤 
 

節 

子

　
昭
和
４
年
４
月
29
日
生
　
74
才

　
富
士
河
口
湖
町
小
立
１
８
４
５
番
地

�

　
勝
山
青
年
学
校
を
皮
切
り
に
、
大
石
小

学
校
を
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
39
年
の
永
き

に
わ
た
り
、
町
内
の
小
学
校
を
中
心
に
勤

務
さ
れ
、
学
校
教
育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
。
退
職
後
は
、
小
立
婦
人
会
長
、
美
術

館
協
力
員
役
員
、
町
政
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
町
政
振
興
に

貢
献
し
た
。
ま
た
、
平
成
５
年
よ
り
母
子

相
談
員
と
し
て
も
貢
献
し
て
い
る
。

��

久 

武 
 

章 

宏

�
(

河
口 

大
正
14
年
１
月
２
日
生)�

　
久
武
氏
は
昭
和
55
年
に
東
京
か
ら
河
口

湖
町
に
移
住
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

音
楽
文
化
に
触
れ
合
う
機
会
を
作
る
た
め
、

河
口
湖
円
形
ホ
ー
ル(

建
物
、
土
地
一
式)

を
建
設
し
、
町
に
寄
贈
。
そ
の
ホ
ー
ル
は

ピ
ア
ノ
教
室
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
日
頃

の
成
果
を
発
表
す
る
な
ど
、
音
楽
教
育
の

重
要
な
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
間
数
多
く
の
国
内
外
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
演
奏
会
を
開
催
、
最
高
質
の
音
楽

芸
術
に
触
れ
合
う
機
会
を
作
り
上
げ
て
い

る
。
当
町
か
ら
の
音
楽
文
化
の
発
信
に
中

核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
る
音
楽
を
通
じ
た
人
づ
く
り

に
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

�

篠 

原 
 

次 

江

 

（
船
津
　
昭
和
11
年
８
月
10
日
生
）

��

地
元
女
声
合
唱
団
「
コ
ー
ロ
河
口
湖
」

の
常
任
会
長
と
し
て
地
域
の
文
化
向
上
に

貢
献
。
1
9
9
9
年
よ
り
献
身
的
な
姿
勢

で
河
口
湖
の
名
前
を
全
国
に
広
め
て
い
る
。

平
素
の
活
動
で
は
、
「
河
口
湖
ハ
ー
ブ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

部
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
団
員

を
良
く
ま
と
め
、
期
間
中
自
ら
も
多
数
の

日
程
を
当
番
と
し
て
勤
務
、
合
唱
活
動
と

は
ま
た
異
な
っ
た
側
面
か
ら
河
口
湖
町
の

町
政
、
文
化
向
上
の
た
め
に
協
力
し
て
い

る
。

【
町
教
育
功
労
者
】

【
町
文
化
功
労
賞
】

旧
河
口
湖
町
の
平
成
15
年
度
の

教
育
功
労
者
・
文
化
功
労
者
を

紹
介
し
ま
す
。

な
か
　 

む
ら
　 

 
 
 

た
だ
　 
 

つ
ぐ

わ
た
　 

な
べ
　 

 
 
 

　
　
の
ぼ
る

な
が
　 

お
か
　 

 
 
 

し
ん
　
い
ち

く
ら
　 

さ
わ
　 

 
 
  

せ
つ
　 

 

こ

ほ
り
　 

う
ち
　 

 
 
 

た
け
　 

 

み
つ



広
報
富
士
河
口
湖

　
９

　
〈
個 

人
〉

古
屋 
ま
つ
子

　(

河
口
　
大
正
11
年
10
月
10
日
生)

��

一
坪
図
書
館
移
管
事
業
に
よ
り
、
昭
和

53
年
に
西
原
一
坪
図
書
館
と
し
て
町
か
ら

移
管
さ
れ
た
。
初
代
一
坪
館
長
と
し
て
25

年
間
に
わ
た
り
、
河
口
地
区
住
民
の
読
書

推
進
活
動
の
担
い
手
と
し
て
地
域
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
読
書
活
動
を
支
え
続
け
て
き

た
。
ま
た
、
山
梨
県
社
会
教
育
放
送
研
究

会
の
理
事
を
長
年
務
め
、
文
化
向
上
の
た

め
に
尽
力
し
た
。

�

外 

川 
 

艶 

子

 

（
浅
川
　
昭
和
２
年
６
月
30
日
生
）

�

　
一
坪
図
書
館
移
管
事
業
に
よ
り
、
昭
和

51
年
に
浅
富
士
一
坪
図
書
館
と
し
て
町
か

ら
移
管
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
坪
館
長
と
し

て
27
年
間
に
わ
た
り
、
浅
川
地
区
住
民
の

読
書
推
進
活
動
の
一
翼
を
担
い
な
が
ら
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
も
公
共
図
書

館
に
遠
い
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活

動
を
支
え
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
河
口
湖

町
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副
会
長
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。

�

梶
原 

す
ま
子

�
(

河
口
　
大
正
13
年
11
月
９
日
生)

�

昭
和
40
年
代
に
は
河
口
湖
町
観
光
課
と

と
も
に
毎
年
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
同
行

し
、
舞
踊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

し
て
き
た
。
ま
た
当
時
、
民
踊
舞
踊
で
山

梨
県
で
何
度
も
優
勝
し
、
毎
年
の
よ
う
に

全
国
大
会
に
出
場
。
華
々
し
い
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
最
近
は
年
間
を
通
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
文
化
祭
、
敬
老
会
、
公

民
館
祭
り
、
勉
強
会
、
発
表
会
と
活
躍
し

て
い
る
。

�

〈
団 

体
〉

詩
　
吟
　
部

�

　
　
河
口
湖
町
文
化
協
会
に
所
属
す
る
詩
吟

部
は
、
現
在
岳
誠
流
、
錦
風
流
、
富
士
洋

和
会
、
富
士
英
岳
会
、
富
岳
会
が
連
合
し

河
口
湖
詩
吟
部
を
結
成
し
て
い
る
。
各
流

派
の
人
達
は
吟
道
精
神
の
も
と
に
社
会
浄

化
を
計
り
、
文
化
祭
に
は
多
く
の
会
員
が

協
力
、
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
地
域
へ
、
吟
道

の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

現
在
約
50
名
の
会
員
を
有
す
る
。

�

文
化
祭

賞
　
　
渡
辺
　
永
子
（
小
立
）

町
　
長
　
賞
　
　
渡
辺
た
き
子
（
小
立
）

議
　
長
　
賞
　
　
渡
辺
ま
つ
よ
（
船
津
）

教
育
委
員
長
賞
　
井
出
　
節
子
（
船
津
）

教
育
長
賞
　
大
石
　
絹
代
（
小
立
）

中
央
公
民
館
長
賞
　

　
　
　
　
　
小
林
　
宏
州
（
富
士
吉
田
）

奨
励

賞
　
小
河
原
静
江
　
小
山
田
和
子

　
　
　
　
　
大
田
原
和
子
　
三
枝
き
み
子

　
　
　
　
　
中
村
　
義
朗
　
小
林
　
悦
子

　
　
　
　
　
勝
俣
　
庄
才
　
幸
　
　
利
之

　
　
　
　
　
石
川
　
利
郎
　
武
井
　
文
夫

　
　
　
　�

森
　
喜
恵
子
　
渡
辺
　
　
巴

　
　
　
　�

小
林
　
妙
子
　
　

� 

絵
画
の
部
（
園
児
・
児
童
・
生
徒
）

文
化
祭
賞
　
梶
原
　
修
作
（
大
石
小
）

町
長

賞
　
渡
辺
　
伊
織
（
小
立
小
）

議
長

賞
　
相
澤
　
菜
々
（
小
立
保
育
所
）

教
育
委
員
長
賞
　
関
　
峰
志

　
　
　
　
　
（
富
士
モ
ン
テ
ツ
ソ
ー
リ
ス
ク
ー
ル
）

教
育
長
賞
　
堀
内
　
慎
弥
（
北
中
）

中
央
公
民
館
長
賞
　

　
　
　
　
　
遠
山
　
　
太
（
船
津
小
）

優
秀

賞
　
小
林
ま
ほ
ろ
（
小
立
小
）

　
　
　
　
　
渡
辺
　
佳
紀
（
湖
南
中
）

　
　
　
　
　
田
村
　
勝
平 

(

河
口
小)

　
　
　
　�

土
屋
　
夏
彦 

(

大
石
保
育
所)

� 

書
道
の
部
（
園
児
・
児
童
・
生
徒
）

文
化
祭
賞
　
梶
原
　
　
彩
（
船
津
小
）

町
長

賞
　
中
村
　
美
玖
（
北
中
）

議
長

賞
　
古
屋
　
佳
帆
（
小
立
小
）

教
育
委
員
長
賞
　
梶
原
　
拓
也
（
湖
南
中
）

教
育
長
賞
　
徳
山
　
優
花
（
大
石
小
）

中
央
公
民
館
長
賞
　
　

　
　
　
　
　
林
　
　
君
歌
（
河
口
小
）

　
　
　
　
　
渡
辺
　
華
乃 

 
(

小
立
小)

優
秀

賞
　
沖
　
　
明
梨 

 
(

船
津
小)

　

�

　
　
　
　
三
浦
　
愛
莉 

 
(

小
立
小)

　
　
　
　
　
古
屋
　
　
玲 

 
(

船
津
小)

�

　
　
　
　
堀
内
　
　
迅 

 
(

北
中)

　

��

富
士
河
口
湖
町
の
誕
生
を
記
念
し
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
募
集
し
た
作
品
の
中
か
ら

優
秀
な
絵
画
と
書
道
の
作
品
を
新
庁
舎
の

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

�

展
示
期
間
は
、
12
月
15
日
ま
で
で
す
の

で
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�

【
覚 

 
 

賞
】

�

第
46
回
文
化
祭
・

　
　
　
　
　
出
展
作
品
入
選
者

富
士
河
口
湖
町
誕
生
記
念

子
供
の
絵
画
・
書
道
優
秀
作
品
展



広
報
富
士
河
口
湖

　
１０

�
本
年
４
月
、
河
口
湖
町
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
賛
同

を
得
て
、
無
事
に
開
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
紙
面
を
拝
借
し
改
め
て
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、
大

学
の
概
要
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

�①
学
校
法
人

�
・
設
置
者
　
　
学
校
法
人
　
第
一
藍
野
学
院

�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
小
山
　
昭
夫

�
・
法
人
の
設
置
校

�
　
　
健
康
科
学
大
学
（
富
士
河
口
湖
町
小
立
７
１
８
７
）

�
　
　
修
紅
短
期
大
学

�
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
一
関
市
萩
荘
字
竹
際
４
９
‐
１
）

　
　
　
一
関
修
紅
高
等
学
校

�
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
一
関
市
東
花
王
町
６
‐
１
）

�
　
　
修
紅
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

�
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
一
関
市
東
花
王
町
26
‐
１
）

�②
健
康
科
学
大
学

�
・
学
長
　
　
　
折
茂
　
　
肇
（
兼
理
事
）

�
・
学
部
長
　
　
井
手
　
隆
俊
（
兼
評
議
員
）

�
・
事
務
局
長
　
米
倉
　
素
彦
（
常
務
理
事
）

�
・
学
部
・
学
科
の
構
成
　
　

�
　
　
健
康
科
学
部
　

�
　
　
　
　
理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
定
員
　
80
名

�
　
　
　
　
作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
定
員
　
80
名

�
　
　
　
　
福
祉
心
理
学
科
　
　

�
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
コ
ー
ス
　
　
　
定
員
　
60
名

�
　
　
　
　
　
精
神
保
健
福
祉
コ
ー
ス
　
定
員
　
40
名
�

�
今
月
よ
り
健
康
科
学
大
学
か
ら
の
情
報
発
信
と
し
て
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
記
事
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
隔
月
で
は

あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

��
　
　
　
　
　
　
　
　

学 

長
　
　
折
　
茂
　
　
肇

　
わ
が
国
は
今
や
世
界
一
の
健
康
寿
命
を
誇
る
長
寿
国
と

な
り
、
一
般
国
民
の
健
康
に
対
す
る
関
心
は
、
か
つ
て
な

い
程
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は

予
防
医
学
を
振
興
し
、
自
立
機
能
を
障
害
す
る
体
や
心
の

病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
一

方
、
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
脳
卒
中
や
骨
折
等
の
患

者
さ
ん
が
増
加
し
、
こ
れ
ら
に
よ
る
自
立
機
能
障
害
を
防

止
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
科
学
大
学
は
、
こ
の
よ
う
な
高
齢

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
生
ま
れ
た
新
し
い
大
学
で
、
２

０
０
３
年
４
月
に
開
校
い
た
し
ま
し
た
。

�
本
学
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
健
康
を
科
学
す
る
と
共

に
、
国
民
の
健
康
維
持
に
貢
献
す
る
専
門
職
を
育
成
し
、

世
に
送
り
出
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本
学
は
理
学
療
法
学

科
、
作
業
療
法
学
科
及
び
福
祉
心
理
学
科
の
３
学
科
か
ら

な
る
、
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
４
年
制
の
私
立
大
学
で
す
。
高

度
で
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
と
同
時
に
、
人
の
痛
み

を
理
解
し
、
共
感
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
人
を

育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
理
学
療
法
学
科
で
は
、
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
立

つ
、
歩
く
、
寝
る
、
起
き
る
な
ど
の
基
本
的
な
動
作
に
障

害
を
生
じ
た
人
に
対
し
て
、
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
で
き
る
理
学
療
法
士
（
国
家
資
格
）
を
育
て
る

と
同
時
に
、
将
来
の
理
学
療
法
士
を
教
育
す
る
教
員
を
世

に
送
り
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

�
作
業
療
法
学
科
で
は
、
身
体
や
精
神
に
障
害
を
受
け
た

人
が
家
庭
や
学
校
や
職
場
に
復
帰
し
自
立
し
て
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
作
や
作
業
を
学
習
さ
せ
、

そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
作
業
療
法
士
（
国
家
資
格
）
を
育
成
す
る
と
同
時

に
、
将
来
の
作
業
療
法
士
を
教
育
す
る
教
員
の
育
成
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

�
福
祉
心
理
学
科
で
は
高
齢
者
や
障
害
を
抱
え
る
人
、
あ

る
い
は
精
神
的
に
不
安
定
な
人
な
ど
が
よ
り
良
い
生
活
を

送
る
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
専
門
家
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
「
社
会
福
祉
コ
ー
ス
」

と
「
精
神
保
健
福
祉
コ
ー
ス
」
の
２
つ
の
コ
ー
ス
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
目
標
と
す
る
資
格
は
社
会
福
祉
士
（
国

家
資
格
）
、
精
神
保
健
福
祉
士
（
国
家
資
格
）
、
社
会
福

祉
主
事
（
任
用
資
格
）
、
児
童
指
導
員
、
各
種
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
認
定
資
格
）
で
す
。

�
21
世
紀
の
医
療
に
お
い
て
は
、
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤

師
は
も
ち
ろ
ん
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
等
な
立
場
で
横
の
連
携

を
密
に
し
、
協
力
し
合
う
医
療
体
制
が
主
流
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
高

齢
社
会
を
迎

え
た
わ
が
国

に
お
い
て
、

本
学
の
果
た

す
役
割
は
極

め
て
大
き
な

も
の
と
な
る

と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

健
康
科
学
大
学
よ
り

健
康
科
学
大
学
と
は
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学
生
代
表
（
健
康
科
学
大
学
新
聞
部
）

�
私
た
ち
は
健
康
科
学
大
学
の
学
生
で
、

医
療
・
福
祉
の
専
門
職
を
目
指
し
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。入
学
以

来
、
多
く
の
学
生
が
大
学
周
辺
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
将
来
、

人
と
接
す
る
職
業
を
目
指
し
て
い
る
私
た

ち
に
と
っ
て
、
大
学
の
講
義
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
外
に
出
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
す

る
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
す
。

ま
ず
は
地
元
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
た
い
と
思
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

�
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
、
ふ
じ
ざ
く
ら
養

護
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
生
徒
と
近
隣
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
が
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

な
ど
を
通
じ
て
共
に
楽
し
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
フ
ッ
ト
サ
ル

や
リ
ズ
ム
遊
び
、
工
作
と
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、

ア
ド
バ
ン
ス
虹
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
虹
の
会
は
、
子
供

た
ち
が
将
来
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
働
き
、

暮
ら
し
て
い
け
る
場
所
作
り
を
目
指
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

�
こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
は

学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ま
ず
印
象

的
な
の
は
、
障
害
者
の
方
や
そ
の
家
族
の

い
き
い
き
と
し
た
姿
で
、
参
加
す
る
た
び

に
私
た
ち
の
方
が
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
う
ひ
と
つ
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
重

要
さ
で
す
。
実
際
に
介
助
を
体
験
し
て
み

る
と
、
段
差
な
ど
環
境
面
で
の
バ
リ
ア
が

い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
普
段
何
気

な
く
越
え
る
段
差
も
、
車
椅
子
で
は
大
き

な
障
害
と
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、
障
害
者
の
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の

で
き
る
職
場
や
ケ
ア
を
行
え
る
施
設
が
少

な
い
と
い
う
現
実
も
感
じ
て
い
ま
す
。

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
初
め
て
参
加
す
る

学
生
が
多
く
、
御
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、
快
く
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
る
方
々
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
学
ぶ

こ
と
で
、
将
来
は
障
害
を
お
持
ち
の
方
々

に
と
っ
て
、
少
し
で
も
役
に
立
つ
人
間
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
地
元
の
皆
様
と

交
流
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
町
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

学
ん
だ
こ
と

　　　　　　　

�平成１５年１１月１５日（土）に、『富士河口湖町』が誕生しました。それに伴い、河口湖町・勝山村・

足和田村の各社会福祉協議会も合併し、平成１５年１２月１日に、『富士河口湖町社会福祉協議会』が設

立しました。新町施行同様、河口湖・勝山・足和田の３社協が先行合併し、上九一色（精進、本栖及び富

士ヶ嶺地区）は、甲府地域との合併協議を経て分村し、後に合併する予定です。そこで、３町村社協合併

により、名称や所在地などが、次のとおり変更になりました。

�

【名称】…………社会福祉法人　富士河口湖町社会福祉協議会

【事務所位置】…〒４０１-０３０２ 

　　　　　　　　山梨県南都留郡富士河口湖町小立２４８７番地

  　　　　　　　　　　　　富士河口湖町民ふれあいセンター内

　　　　　　　　　　　　（電 話：０５５５-７２-１４３０）

　　　　　　　　　　　　（ﾌｧｯｸｽ：０５５５-７２-３６０６）

�

【業務日時】……月～金曜日（土、日、祝祭日は、お休み）

　　　　　　　　午前８時３０分～１２時

　　　　　　　　午後１時～５時１５分

�

　社会福祉協議会は、みんなが安心して暮すことができる地域社会を目指して活動している社会福祉法に

明記された公共性を持つ民間の福祉団体です。住民の皆さんと共にまちづくりに向けて取り組んでいきま

すので、ご支援をよろしくお願いします。

　平成１５年１２月１日に

『富士河口湖町社会福祉協議会』が誕生社協だより社協だより社協だより
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河口湖

富士山

●河口湖駅

至富士吉田

至本栖湖

富士河口湖町
役場

富士河口湖町
役場

●

町民ふれあい
センター

中央道
河口湖I.C

河口湖大橋河口湖大橋


